
(57)【要約】

【課題】　あらゆる雑音環境下において人の発話音声の

認識率と認識精度を向上させる。

【解決手段】　現在の雑音パターンが予め設定した種々

の雑音パターンの中に存在しない新しい雑音パターンで

あると判別された場合には、非接触型マイクと接触型マ

イクで発話音声を集音し直し、接触型マイクで集音した

音声を認識するとともに、その認識結果に基づいて非接

触型マイクで集音した音声のラベリングを行い、新しい

雑音パターンに対応する非接触型マイク用音響モデルを

生成して記憶する。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 人 体 か ら 離 し て 用 い ら れ 、 人 の 発 話 音 声 の 空 気 伝 導 音 を 集 音 す る 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ
ン と 、
　 人 体 に 接 触 さ せ て 用 い ら れ 、 人 の 発 話 音 声 の 体 内 伝 導 音 を 集 音 す る 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ
ン と 、
　 予 め 設 定 し た 種 々 の 雑 音 パ タ ー ン の 中 か ら 現 在 の 雑 音 の パ タ ー ン を 判 別 す る 雑 音 パ タ ー
ン 判 別 手 段 と 、
　 前 記 予 め 設 定 し た 各 雑 音 パ タ ー ン に 対 応 づ け て 前 記 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 の 音 響 モ
デ ル を 記 憶 す る 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 音 響 モ デ ル 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 の 音 響 モ デ ル を 記 憶 す る 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 音 響 モ デ
ル 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン で 集 音 し た 音 声 を 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン に 対 応 す る 前 記 非 接
触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 音 響 モ デ ル を 用 い て 認 識 す る と と も に 、 前 記 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン
で 集 音 し た 音 声 を 前 記 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 音 響 モ デ ル を 用 い て 認 識 す る 認 識 処 理 手 段
と を 備 え た 音 声 認 識 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 認 識 処 理 手 段 は 、 前 記 雑 音 パ タ ー ン 判 別 手 段 に よ り 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン が 前 記 予 め
設 定 し た 種 々 の 雑 音 パ タ ー ン の 中 に 存 在 し な い 新 し い 雑 音 パ タ ー ン で あ る と 判 別 さ れ た 場
合 に は 、 前 記 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン と 前 記 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン で 発 話 音 声 を 集 音 し 直
し 、 前 記 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン で 集 音 し た 音 声 を 認 識 す る と と も に 、 そ の 認 識 結 果 に 基 づ
い て 前 記 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン で 集 音 し た 音 声 の ラ ベ リ ン グ を 行 い 、 新 し い 雑 音 パ タ ー
ン に 対 応 す る 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 音 響 モ デ ル を 生 成 し て 前 記 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ
ン 用 音 響 モ デ ル 記 憶 手 段 に 記 憶 す る こ と を 特 徴 と す る 音 声 認 識 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 音 声 認 識 装 置 に お い て 、
　 前 記 認 識 処 理 手 段 は 、 新 し い 雑 音 パ タ ー ン 下 で 前 記 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン に よ り 集 音
し た 音 声 の デ ー タ 量 が 所 定 量 を 超 え た ら 、 前 記 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン で 集 音 し た 音 声 の 認
識 結 果 に 基 づ い て 前 記 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン で 集 音 し た 音 声 の ラ ベ リ ン グ を 行 い 、 新 し
い 雑 音 パ タ ー ン に 対 応 す る 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 音 響 モ デ ル を 生 成 し て 前 記 非 接 触 型
マ イ ク ロ フ ォ ン 用 音 響 モ デ ル 記 憶 手 段 に 記 憶 す る こ と を 特 徴 と す る 音 声 認 識 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 音 声 認 識 装 置 に お い て 、
　 前 記 雑 音 パ タ ー ン 判 別 手 段 は 、 予 め 種 々 の 雑 音 パ タ ー ン を 記 憶 す る 雑 音 パ タ ー ン 記 憶 手
段 を 有 し 、 前 記 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン で 集 音 し た 雑 音 を 前 記 雑 音 パ タ ー ン 記 憶 手 段 に 記
憶 さ れ て い る 雑 音 パ タ ー ン と 照 合 し て 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン を 判 別 す る こ と を 特 徴 と す る 音
声 認 識 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 音 声 認 識 装 置 を 車 両 に 搭 載 し 、
　 前 記 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン を 車 室 内 の 乗 員 の 発 話 音 声 を 集 音 可 能 な 場 所 に 設 置 す る と
と も に 、 前 記 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン を 車 室 内 の 乗 員 が 接 触 可 能 な 場 所 に 設 置 す る こ と を 特
徴 と す る 音 声 認 識 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 音 声 認 識 装 置 に お い て 、
　 前 記 雑 音 パ タ ー ン 判 別 手 段 は 、 現 在 の 車 両 の 状 態 を 検 出 し 、 予 め 設 定 し た 車 両 状 態 ご と
の 雑 音 パ タ ー ン の 中 か ら 車 両 状 態 に 対 応 す る 雑 音 パ タ ー ン を 判 別 す る こ と を 特 徴 と す る 音
声 認 識 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 音 声 認 識 装 置 に お い て 、
　 前 記 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン に Ｎ Ａ Ｍ （ Non-Audible Murmur） マ イ ク を 用 い る こ と を 特 徴
と す る 音 声 認 識 装 置 。
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【 請 求 項 ７ 】
　 人 体 か ら 離 し て 用 い ら れ 、 人 の 発 話 音 声 の 空 気 伝 導 音 を 集 音 す る 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ
ン と 、 人 体 に 接 触 さ せ て 用 い ら れ 、 人 の 発 話 音 声 の 体 内 伝 導 音 を 集 音 す る 接 触 型 マ イ ク ロ
フ ォ ン と を 用 い 、
　 予 め 設 定 し た 各 雑 音 パ タ ー ン に 対 応 づ け て 前 記 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 の 音 響 モ デ ル
を 記 憶 し て お く と と も に 、 前 記 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 の 音 響 モ デ ル を 記 憶 し て お き 、 予
め 設 定 し た 種 々 の 雑 音 パ タ ー ン の 中 か ら 現 在 の 雑 音 の パ タ ー ン を 判 別 し て 、 前 記 非 接 触 型
マ イ ク ロ フ ォ ン で 集 音 し た 音 声 を 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン に 対 応 す る 前 記 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ
ォ ン 用 音 響 モ デ ル を 用 い て 認 識 す る と と も に 、 前 記 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン で 集 音 し た 音 声
を 前 記 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 音 響 モ デ ル を 用 い て 認 識 す る 音 声 認 識 方 法 で あ っ て 、
　 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン が 前 記 予 め 設 定 し た 種 々 の 雑 音 パ タ ー ン の 中 に 存 在 し な い 新 し い 雑
音 パ タ ー ン で あ る と 判 別 さ れ た 場 合 に は 、 前 記 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン と 前 記 接 触 型 マ イ
ク ロ フ ォ ン で 発 話 音 声 を 集 音 し 直 し 、 前 記 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン で 集 音 し た 音 声 を 認 識 す
る と と も に 、 そ の 認 識 結 果 に 基 づ い て 前 記 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン で 集 音 し た 音 声 の ラ ベ
リ ン グ を 行 い 、 新 し い 雑 音 パ タ ー ン に 対 応 す る 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 音 響 モ デ ル を 生
成 し て 記 憶 す る こ と を 特 徴 と す る 音 声 認 識 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 雑 音 環 境 下 に お い て 人 の 発 話 音 声 を 正 し く 認 識 す る 装 置 お よ び 方 法 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 複 数 の 異 な る 背 景 雑 音 の 下 で 雑 音 適 応 さ せ た 複 数 の 音 響 モ デ ル を 備 え 、 音 声 認 識 に 先 立
っ て 雑 音 の 性 質 を 検 出 し 、 検 出 し た 雑 音 の 性 質 に 対 応 す る 音 響 モ デ ル を 選 択 し 、 入 力 し た
発 話 者 の 音 声 を 音 響 モ デ ル と 照 合 し て 音 声 認 識 を 行 う よ う に し た 音 声 認 識 装 置 が 知 ら れ て
い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 出 願 の 発 明 に 関 連 す る 先 行 技 術 文 献 と し て は 次 の も の が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ４ １ ７ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 音 声 認 識 装 置 で は 、 予 め 設 定 し た 背 景 雑 音 以 外 の 雑 音 環 境 で 使 用
す る と 、 そ の 雑 音 環 境 に 対 応 す る 音 響 モ デ ル を 記 憶 し て い な い の で 認 識 不 能 や 誤 認 識 が 多
く な り 、 認 識 性 能 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 人 体 か ら 離 し て 用 い ら れ 、 人 の 発 話 音 声 の 空 気 伝 導 音 を 集 音 す る 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ
ン と 、 人 体 に 接 触 さ せ て 用 い ら れ 、 人 の 発 話 音 声 の 体 内 伝 導 音 を 集 音 す る 接 触 型 マ イ ク ロ
フ ォ ン と を 用 い 、
　 予 め 設 定 し た 各 雑 音 パ タ ー ン に 対 応 づ け て 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 の 音 響 モ デ ル を 記
憶 し て お く と と も に 、 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 の 音 響 モ デ ル を 記 憶 し て お き 、 予 め 設 定 し
た 種 々 の 雑 音 パ タ ー ン の 中 か ら 現 在 の 雑 音 の パ タ ー ン を 判 別 し て 、 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ
ン で 集 音 し た 音 声 を 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン に 対 応 す る 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 音 響 モ デ ル
を 用 い て 認 識 す る と と も に 、 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン で 集 音 し た 音 声 を 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ
ン 用 音 響 モ デ ル を 用 い て 認 識 す る 音 声 認 識 方 法 で あ っ て 、
　 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン が 予 め 設 定 し た 種 々 の 雑 音 パ タ ー ン の 中 に 存 在 し な い 新 し い 雑 音 パ
タ ー ン で あ る と 判 別 さ れ た 場 合 に は 、 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン と 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン で
発 話 音 声 を 集 音 し 直 し 、 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン で 集 音 し た 音 声 を 認 識 す る と と も に 、 そ の
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認 識 結 果 に 基 づ い て 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン で 集 音 し た 音 声 の ラ ベ リ ン グ を 行 い 、 新 し い
雑 音 パ タ ー ン に 対 応 す る 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 音 響 モ デ ル を 生 成 し て 記 憶 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 あ ら ゆ る 雑 音 環 境 下 に お い て 人 の 発 話 音 声 の 認 識 率 と 認 識 精 度 を 向 上
さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 発 明 の 音 声 認 識 装 置 を 車 両 に 搭 載 し て 、 乗 員 、 特 に 運 転 者 の 発 話 音 声 を 認 識 す る 一
実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 本 願 発 明 の 音 声 認 識 装 置 は 車 両 用 に 限 定 さ れ ず 、 あ ら ゆ る
用 途 に 適 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 図 １ は 一 実 施 の 形 態 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 非 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン （ 以 下 、 単 に 非
接 触 型 マ イ ク と 呼 ぶ ） １ は 、 乗 員 の 発 話 音 声 の 空 気 伝 導 音 を 集 音 し て 電 気 信 号 に 変 換 す る
マ イ ク で あ り 、 乗 員 の 人 体 に 接 触 さ せ る こ と な く 発 話 音 声 を 集 音 す る 。 非 接 触 型 マ イ ク １
に は 、 エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク （ Ｅ Ｃ Ｍ ） な ど の 一 般 的 な 形 式 の マ イ ク を 用 い る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 一 実 施 の 形 態 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 非 接 触 型 マ イ ク １ を 車 室 天 井 に 設 置 さ れ た
マ ッ プ ラ ン プ １ ２ の 近 傍 に 設 置 す る 。 な お 、 非 接 触 型 マ イ ク １ の 設 置 場 所 は こ の 一 実 施 の
形 態 の 設 置 場 所 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル や イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル な
ど 、 乗 員 の 発 話 音 声 を 集 音 可 能 な 場 所 で あ れ ば ど こ で も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン （ 以 下 、 単 に 接 触 型 マ イ ク と 呼 ぶ ） ２ は 、 乗 員 の 皮 膚 に 直 接 、 あ
る い は 衣 服 を 介 し て 接 触 さ せ 、 乗 員 の 発 話 に よ る 体 内 伝 導 音 を 集 音 し て 電 気 信 号 に 変 換 す
る マ イ ク で あ る 。 接 触 型 マ イ ク ２ に は 骨 伝 導 型 マ イ ク や Ｎ Ａ Ｍ （ Non-Audible Murmur） マ
イ ク を 用 い る こ と が で き る が 、 こ の 一 実 施 の 形 態 で は Ｎ Ａ Ｍ マ イ ク を 用 い た 例 を 示 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 骨 伝 導 型 マ イ ク は 、 発 話 に よ る 頭 蓋 骨 の 振 動 を 集 音 す る と と も に 、 頭 蓋 骨 に 振 動
を 与 え て 聴 覚 神 経 に 直 接 、 音 声 を 伝 え る マ イ ク で あ る 。 近 年 、 携 帯 型 電 話 機 な ど に 送 受 話
用 と し て 実 用 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 Ｎ Ａ Ｍ マ イ ク は 、 人 体 の 皮 膚 に 直 接 、 接 触 さ せ る か 、 ま た は 比 較 的 薄 い 衣 服 を 介 し て 皮
膚 に 接 触 さ せ 、 乗 員 の 発 話 音 声 の 体 内 伝 導 音 を 集 音 す る マ イ ク で あ り 、 日 本 音 響 学 会 講 演
論 文 集 、 ２ ０ ０ ４ 年 ３ 月 、 pp４ ５ ２ ～ ４ ５ ３ な ど に 紹 介 さ れ て い る 。 Ｎ Ａ Ｍ マ イ ク は 、 人
間 の 皮 膚 と 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス が よ く 似 た シ リ コ ー ン な ど の 材 料 で エ レ ク ト レ ッ ト 膜 を コ
ー テ ィ ン グ し て 形 成 さ れ 、 特 に １ ０ ０ ０ Ｈ ｚ 以 下 の 周 波 数 領 域 に お け る Ｓ ／ Ｎ 特 性 が 一 般
的 な 非 接 触 型 マ イ ク よ り も 優 れ 、 人 間 の 非 可 聴 な “ つ ぶ や き ” や “ 独 り 言 ” を 集 音 す る こ
と が で き る と い う 特 徴 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 一 実 施 の 形 態 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 接 触 型 マ イ ク ２ を ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル １
３ の ス ポ ー ク 部 に 設 置 す る 。 こ の 位 置 は 、 乗 員 が 運 転 中 に 左 手 を ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル １
３ か ら 離 す こ と な く 、 左 手 親 指 を 接 触 可 能 な 位 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 接 触 型 マ イ ク ２ の 設 置 場 所 は こ の 一 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 乗 員 が 運 転 中 に 容 易 に 接
触 可 能 な 位 置 で あ れ ば ど こ で も よ い 。 ま た 、 こ の 一 実 施 の 形 態 で は 乗 員 の 手 の 指 を 接 触 さ
せ る 接 触 型 マ イ ク を 例 に 上 げ て 説 明 す る が 、 乗 員 の 体 内 伝 導 音 を 集 音 し や す い 部 位 、 例 え
ば 、 肩 、 背 中 上 部 、 胸 部 に 接 触 さ せ る た め に 、 シ ー ト バ ッ ク 上 部 、 ヘ ッ ド レ ス ト 、 シ ー ト
ベ ル ト な ど に 接 触 型 マ イ ク を 設 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 Ｐ Ｔ Ｔ （ Push to talk） ス イ ッ チ ３ は 音 声 認 識 を 開 始 す る と き に 乗 員 が 操 作 す る ス イ ッ
チ で あ る 。 こ の Ｐ Ｔ Ｔ ス イ ッ チ ３ が オ ン す る と 、 音 声 認 識 装 置 は 発 話 音 声 を 集 音 し て 音 声
認 識 処 理 を 行 う 。 ま た 、 入 力 取 消 ス イ ッ チ ４ は 、 音 声 認 識 の た め に 入 力 し た 音 声 を 取 り 消
す た め に 乗 員 が 操 作 す る ス イ ッ チ で あ る 。 音 声 認 識 装 置 に よ る 音 声 認 識 結 果 は ス ピ ー カ ー
１ １ に よ り 放 送 さ れ る が 、 放 送 さ れ た 認 識 結 果 が 乗 員 の 発 話 し た 内 容 と 異 な る 場 合 は 、 こ
の 入 力 取 消 ス イ ッ チ ４ を 操 作 し て 入 力 音 声 を 取 り 消 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 一 実 施 の 形 態 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 Ｐ Ｔ Ｔ ス イ ッ チ ３ と 入 力 取 消 ス イ ッ チ ４ を
ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル １ ３ の ス ポ ー ク 部 に 設 置 す る 例 を 示 す が 、 こ れ ら の ス イ ッ チ の 設 置
場 所 は こ の 一 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 乗 員 が 運 転 中 に 容 易 に 操 作 可 能 な 位 置 で あ れ ば ど
こ で も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 車 速 セ ン サ ー ５ は 車 両 の 走 行 速 度 を 検 出 す る 。 ワ イ パ ー ス イ ッ チ ６ は ワ イ パ ー を 作 動 さ
せ 、 払 拭 速 度 を 選 択 す る た め の 操 作 ス イ ッ チ で あ る 。 ま た 、 フ ァ ン ス イ ッ チ ７ は 送 風 用 フ
ァ ン を 作 動 さ せ 、 送 風 量 を 選 択 す る た め の 操 作 ス イ ッ チ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 車 速 と ワ イ パ ー お よ び 送 風 用 フ ァ ン の 作 動 状 態 は 車 室 内 で 発 生 す る 雑 音 の 要 因 と な る も
の で あ り 、 車 速 が 低 い か 高 い か 、 ワ イ パ ー の 払 拭 速 度 、 送 風 用 フ ァ ン に よ る 送 風 量 に 応 じ
て 車 室 内 の 雑 音 の 周 波 数 分 布 と レ ベ ル 、 す な わ ち 雑 音 パ タ ー ン が 変 化 す る 。 そ こ で 、 こ の
一 実 施 の 形 態 で は 、 車 速 セ ン サ ー ５ 、 ワ イ パ ー ス イ ッ チ ６ お よ び フ ァ ン ス イ ッ チ ７ に よ り
車 両 の 状 態 を 検 出 し 、 種 々 の 車 両 状 態 ご と に 予 め 設 定 し た 雑 音 パ タ ー ン の 中 か ら 、 検 出 し
た 車 両 状 態 に 対 応 す る 車 室 内 の 雑 音 パ タ ー ン を 判 別 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 車 両 の 状 態 は 、 こ の 一 実 施 の 形 態 の 検 出 手 段 で 検 出 さ れ た 状 態 に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 例 え ば 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 装 置 に よ り 市 街 地 走 行 と 郊 外 で の 走 行 を 検 出 し た り 、
車 速 と ブ レ ー キ ス イ ッ チ に よ り 渋 滞 時 の 走 行 を 検 出 し 、 種 々 の 走 行 環 境 下 に お け る 車 両 の
状 態 と そ れ に 対 応 す る 車 室 内 の 雑 音 パ タ ー ン を 加 え て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 非 接 触 型 マ イ ク 用 音 響 モ デ ル 記 憶 装 置 ８ は 、 乗 員 と 非 接 触 型 マ イ ク １ と の 間 の 音 声 の 空
間 伝 達 特 性 を 反 映 し た 音 響 モ デ ル 、 す な わ ち 種 々 の 車 室 内 の 雑 音 パ タ ー ン 下 で 発 話 し た 音
素 パ タ ー ン を モ デ ル 化 し 、 雑 音 パ タ ー ン に 対 応 づ け て 非 接 触 型 マ イ ク 用 音 響 モ デ ル を 記 憶
し て い る 。 こ の 非 接 触 型 マ イ ク 用 音 響 モ デ ル と 後 述 す る 言 語 辞 書 は 、 非 接 触 型 マ イ ク １ に
よ り 集 音 し た 音 声 を 認 識 す る た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 接 触 型 マ イ ク 用 音 響 モ デ ル 記 憶 装 置 ９ は 、 乗 員 と 接 触 型 マ イ ク ２ と の 間 の 音 声 の 体 内 伝
達 特 性 を 反 映 し た 音 響 モ デ ル 、 す な わ ち 車 室 内 の 種 々 の 雑 音 パ タ ー ン の 影 響 の 少 な い 音 素
パ タ ー ン を モ デ ル 化 し た 接 触 型 マ イ ク 用 音 響 モ デ ル を 記 憶 し て い る 。 こ の 接 触 型 マ イ ク 用
音 響 モ デ ル と 後 述 す る 言 語 辞 書 は 、 接 触 型 マ イ ク ２ に よ り 集 音 し た 音 声 を 認 識 す る た め に
用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 言 語 辞 書 記 憶 装 置 １ ０ は 、 音 声 に よ る 車 両 操 作 用 、 あ る い は 音 声 に よ る 車 両 制 御 用 の 言
葉 と 、 そ の 言 葉 に 対 応 す る 操 作 機 能 や 制 御 機 能 を 記 憶 し て い る 。 乗 員 が 発 話 し た 音 声 を 、
ま ず 音 響 モ デ ル の 音 素 パ タ ー ン と 照 合 し て 例 え ば “ ら ” 、 “ い ” 、 “ と ” な ど の 音 素 単 位
で 認 識 し 、 次 に 複 数 の 音 素 の つ な が り を 言 語 辞 書 の 例 え ば “ ラ イ ト ” な ど の 言 葉 と 照 合 し
て 発 話 音 声 を 言 葉 と し て 認 識 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 一 実 施 の 形 態 で は 、 音 響 モ デ ル と 言 語 辞 書 を 用 い て 公 知 の Ｈ Ｍ Ｍ (Hidden Markov M
odel； 隠 れ マ ル コ フ モ デ ル ） に 基 づ く 音 声 認 識 手 法 に よ り 音 声 認 識 を 行 う 。 な お 、 音 声 認
識 手 法 は 一 実 施 の 形 態 の 手 法 に 限 定 さ れ ず 、 種 々 の 手 法 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 ス ピ ー カ ー １ １ は 音 声 認 識 の た め の 案 内 放 送 を 行 う た め の も の で 、 乗 員 の 発 話 音 声 を 認
識 し た 結 果 を 放 送 し て 乗 員 に 確 認 す る た め に も 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 音 響 モ デ ル 学 習 用 記 憶 装 置 １ ２ は 、 車 両 の 状 態 に 応 じ て 予 め 設 定 さ れ た 雑 音 パ タ ー ン を
記 憶 す る と と も に 、 新 し い 雑 音 パ タ ー ン 下 に お け る 非 接 触 型 マ イ ク １ の 音 響 モ デ ル を 学 習
す る 際 に 、 新 し い 雑 音 パ タ ー ン と 音 響 モ デ ル と を 対 応 づ け て 一 時 的 に 記 憶 す る た め の 記 憶
装 置 で あ る 。 な お 、 車 両 の 状 態 や 走 行 環 境 ご と に 類 別 し て 記 憶 す る こ と に よ っ て 、 検 索 処
理 を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 処 理 装 置 １ ５ は Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ ａ 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ５ ｂ 、 Ｒ Ａ Ｍ １ ５ ｃ 、 増 幅 器 １ ５ ｄ 、 Ａ ／ Ｄ コ
ン バ ー タ ー １ ５ ｅ な ど か ら 構 成 さ れ 、 後 述 す る 音 声 認 識 プ ロ グ ラ ム を 実 行 し て 非 接 触 型 マ
イ ク １ と 接 触 型 マ イ ク ２ に よ り 集 音 さ れ た 乗 員 の 発 話 音 声 を 認 識 す る 。 な お 、 増 幅 器 １ ５
ｄ は 非 接 触 型 マ イ ク １ お よ び 接 触 型 マ イ ク ２ か ら 出 力 さ れ る 音 声 信 号 を 増 幅 し 、 Ａ ／ Ｄ コ
ン バ ー タ ー １ ５ ｅ は 音 声 信 号 を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ は 一 実 施 の 形 態 の 音 声 認 識 処 理 プ ロ グ ラ ム を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 処 理 装 置
１ ５ は Ｐ Ｔ Ｔ ス イ ッ チ ３ が オ ン さ れ る と こ の 処 理 プ ロ グ ラ ム の 実 行 を 開 始 す る 。 ス テ ッ プ
１ に お い て 非 接 触 型 マ イ ク １ で 発 話 音 声 を 集 音 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 続 く ス テ ッ プ ２ に お い て 雑 音 パ タ ー ン を 判 別 す る 。 上 述 し た よ う に 、 車 速 セ ン サ ー ５ 、
ワ イ パ ー ス イ ッ チ ６ お よ び フ ァ ン ス イ ッ チ ７ に よ り 車 両 の 状 態 を 検 出 し 、 種 々 の 車 両 状 態
ご と に 予 め 設 定 し た 雑 音 パ タ ー ン の 中 か ら 、 検 出 し た 車 両 状 態 に 対 応 す る 車 室 内 の 現 在 の
雑 音 パ タ ー ン を 判 別 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ス テ ッ プ ３ で 予 め 設 定 し た 雑 音 パ タ ー ン の 中 に 現 在 の 車 両 状 態 に 対 応 す る 雑 音 パ タ ー ン
が 存 在 す る か 否 か を 判 別 す る 。 現 在 の 車 両 状 態 に 対 応 す る 雑 音 パ タ ー ン が 存 在 す る 場 合 に
は ス テ ッ プ ４ へ 進 み 、 新 し い 雑 音 パ タ ー ン で あ る 場 合 は ス テ ッ プ ８ へ 進 む 。 雑 音 パ タ ー ン
に 応 じ た 音 響 モ デ ル を 用 い て 音 声 認 識 処 理 を 行 わ な い と 、 誤 認 識 や 認 識 不 能 に な る 可 能 性
が 高 く 、 音 声 認 識 性 能 が 著 し く 低 下 し て し ま う 。 し た が っ て 、 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン が 予 め
設 定 さ れ た 雑 音 パ タ ー ン で あ れ ば 、 そ の 音 響 モ デ ル が 記 憶 さ れ て い る が 、 新 し い 雑 音 パ タ
ー ン で あ れ ば 音 響 モ デ ル を 新 た に 生 成 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま ず 、 予 め 設 定 し た 雑 音 パ タ ー ン の 中 に 現 在 の 車 両 状 態 に 対 応 す る 雑 音 パ タ ー ン が 存 在
す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 ス テ ッ プ ４ に お い て 、 記 憶 装 置 ８ に 記 憶 さ れ て い る 非 接 触 型
マ イ ク 用 音 響 モ デ ル の 中 か ら 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン に 対 応 す る 音 響 モ デ ル を 選 択 す る 。 続 く
ス テ ッ プ ５ で 非 接 触 型 マ イ ク 用 音 響 モ デ ル と 言 語 辞 書 を 用 い て 音 声 認 識 処 理 を 実 行 す る 。
続 く ス テ ッ プ ６ で は 認 識 結 果 の 言 葉 を 放 送 し て 乗 員 に 確 認 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス テ ッ プ ７ に お い て 入 力 取 消 ス イ ッ チ ４ が オ ン し て い る か 否 か 、 つ ま り 乗 員 が 音 声 入 力
を 取 り 消 す 操 作 を し た か 否 か を 確 認 し 、 音 声 入 力 の 取 消 操 作 が あ れ ば ス テ ッ プ １ へ 戻 っ て
上 述 し た 処 理 を 繰 り 返 す 。 音 声 入 力 の 取 消 操 作 が な け れ ば ス テ ッ プ １ ０ へ 進 み 、 音 響 モ デ
ル の 学 習 処 理 を 行 う 。 音 響 モ デ ル の 学 習 処 理 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 予 め 設 定 し た 雑 音 パ タ ー ン の 中 に 現 在 の 車 両 状 態 に 対 応 す る 雑 音 パ タ ー ン が な く
、 新 し い 雑 音 パ タ ー ン で あ る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 ス テ ッ プ ８ に お い て 「 接 触 型 マ イ ク
を 利 用 し て も う 一 度 お 話 し く だ さ い 」 と い う 案 内 放 送 を 行 い 、 接 触 型 マ イ ク ２ を 用 い た 発
話 を 促 す 。 そ し て 、 続 く ス テ ッ プ ９ で 非 接 触 型 マ イ ク １ と 接 触 型 マ イ ク ２ で 乗 員 の 発 話 音
声 を 集 音 し 、 音 素 パ タ ー ン を モ デ ル 化 し て 音 響 モ デ ル を 生 成 し 、 雑 音 パ タ ー ン に 対 応 づ け
て 音 響 モ デ ル 学 習 用 記 憶 装 置 １ ２ へ 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 ス テ ッ プ ５ で 接 触 型 マ イ ク ２ で 集 音 し た 音 声 に 対 し て 認 識 処 理 を 行 い 、 ス テ ッ プ ６ で 認
識 結 果 の 言 葉 を 放 送 し て 乗 員 に 確 認 す る 。 ス テ ッ プ ７ に お い て 乗 員 が 音 声 入 力 の 取 消 操 作
を し た か 否 か を 確 認 し 、 取 消 操 作 が あ れ ば ス テ ッ プ １ へ 戻 っ て 上 述 し た 処 理 を 繰 り 返 し 、
取 消 操 作 が な け れ ば ス テ ッ プ １ ０ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス テ ッ プ １ ０ に お い て 、 音 響 モ デ ル 学 習 用 記 憶 装 置 １ ２ に 記 憶 さ れ て い る 音 響 モ デ ル の
中 で 、 同 一 の 雑 音 パ タ ー ン に 対 す る 音 響 モ デ ル の デ ー タ 量 が 所 定 量 以 上 、 蓄 積 さ れ た か 否
か を 確 認 す る 。 少 な い 蓄 積 デ ー タ に 基 づ い て 新 し い 音 響 モ デ ル を 生 成 し て も 、 雑 音 パ タ ー
ン に 対 す る 正 確 な 音 響 モ デ ル を 生 成 す る こ と は 難 し い た め 、 同 一 の 雑 音 パ タ ー ン に 対 す る
音 響 モ デ ル の デ ー タ 量 が 正 確 な 音 響 モ デ ル を 生 成 可 能 な 量 に 達 し て か ら 、 音 響 モ デ ル の 学
習 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ス テ ッ プ １ １ に お い て 図 ５ に 示 す 学 習 処 理 サ ブ ル ー チ ン を 実 行 す る 。 図 ５ の ス テ ッ プ ２
１ に お い て 新 し い 雑 音 パ タ ー ン に 対 す る 非 接 触 型 マ イ ク 用 音 響 モ デ ル の 学 習 処 理 を 行 う 。
ま ず 、 音 響 モ デ ル 学 習 用 記 憶 装 置 １ ２ に 記 憶 さ れ て い る 新 し い 雑 音 パ タ ー ン に 対 す る 非 接
触 型 マ イ ク 用 音 響 モ デ ル の 中 で 、 デ ー タ 量 が 所 定 量 を 超 え た 音 響 モ デ ル の デ ー タ を 読 み 出
す 。 次 に 、 接 触 型 マ イ ク ２ で 集 音 し た Ｓ ／ Ｎ の 高 い 音 声 の 波 形 と 音 素 デ ー タ と の 関 係 に 基
づ い て 、 非 接 触 型 マ イ ク １ で 集 音 し た Ｓ ／ Ｎ の 低 い 音 声 の 波 形 と 音 素 デ ー タ と を 関 連 づ け
る 、 い わ ゆ る “ ラ ベ リ ン グ ” を 行 っ て 音 素 パ タ ー ン を 生 成 す る 。 ス テ ッ プ ２ ２ で は こ の 音
素 パ タ ー ン を 新 し い 雑 音 パ タ ー ン に 対 す る 非 接 触 型 マ イ ク 用 音 響 モ デ ル と し て 記 憶 装 置 ８
に 記 憶 し 、 登 録 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 、 一 実 施 の 形 態 で は 、 人 体 か ら 離 し て 用 い ら れ 、 人 の 発 話 音 声 の 空 気 伝 導 音
を 集 音 す る 非 接 触 型 マ イ ク と 、 人 体 に 接 触 さ せ て 用 い ら れ 、 人 の 発 話 音 声 の 体 内 伝 導 音 を
集 音 す る 接 触 型 マ イ ク と を 用 い 、 予 め 設 定 し た 各 雑 音 パ タ ー ン に 対 応 づ け て 非 接 触 型 マ イ
ク 用 の 音 響 モ デ ル を 記 憶 し て お く と と も に 、 接 触 型 マ イ ク 用 の 音 響 モ デ ル を 記 憶 し て お き
、 予 め 設 定 し た 種 々 の 雑 音 パ タ ー ン の 中 か ら 現 在 の 雑 音 の パ タ ー ン を 判 別 し て 、 非 接 触 型
マ イ ク で 集 音 し た 音 声 を 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン に 対 応 す る 非 接 触 型 マ イ ク 用 音 響 モ デ ル を 用
い て 認 識 す る と と も に 、 接 触 型 マ イ ク で 集 音 し た 音 声 を 接 触 型 マ イ ク 用 音 響 モ デ ル を 用 い
て 認 識 す る 場 合 に 、 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン が 予 め 設 定 し た 種 々 の 雑 音 パ タ ー ン の 中 に 存 在 し
な い 新 し い 雑 音 パ タ ー ン で あ る と 判 別 さ れ た 場 合 に は 、 非 接 触 型 マ イ ク と 接 触 型 マ イ ク で
発 話 音 声 を 集 音 し 直 し 、 接 触 型 マ イ ク で 集 音 し た 音 声 を 認 識 す る と と も に 、 そ の 認 識 結 果
に 基 づ い て 非 接 触 型 マ イ ク で 集 音 し た 音 声 の ラ ベ リ ン グ を 行 い 、 新 し い 雑 音 パ タ ー ン に 対
応 す る 非 接 触 型 マ イ ク 用 音 響 モ デ ル を 生 成 し て 記 憶 す る よ う に し た 。 こ れ に よ り 、 あ ら ゆ
る 雑 音 環 境 下 に お い て 人 の 発 話 音 声 の 認 識 率 と 認 識 精 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 一 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 音 声 認 識 装 置 を 車 両 に 搭 載 し 、 非 接 触 型 マ イ ク を 車 室 内
の 乗 員 の 発 話 音 声 を 集 音 可 能 な 場 所 に 設 置 す る と と も に 、 接 触 型 マ イ ク を 車 室 内 の 乗 員 が
接 触 可 能 な 場 所 に 設 置 す る よ う に し た の で 、 あ ら ゆ る 走 行 環 境 下 で 乗 員 の 運 転 操 作 の 妨 げ
に な ら ず に 乗 員 の 発 話 音 声 の 認 識 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 現 在 の 車 両 の 状 態 を 検 出 し 、 予 め 設 定 し た 車 両 状 態 ご と の 雑 音
パ タ ー ン の 中 か ら 現 在 の 車 両 状 態 に 対 応 す る 雑 音 パ タ ー ン を 判 別 す る よ う に し た の で 、 車
両 状 態 に 応 じ た 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン を 正 確 に 特 定 し て 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン に 応 じ た 音 響 モ
デ ル を 正 し く 選 択 す る こ と が で き 、 音 声 認 識 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 一 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 接 触 型 マ イ ク に Ｎ Ａ Ｍ マ イ ク を 用 い る よ う に し た の で 、 車 両 走
行 時 の 雑 音 レ ベ ル が 高 い １ ０ ０ ０ Ｈ ｚ 以 下 の 周 波 数 帯 域 に お け る Ｓ ／ Ｎ 特 性 を 改 善 す る こ
と が で き 、 車 両 に 最 適 な 音 声 認 識 装 置 と す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 骨 伝 導 型 マ イ ク は 頭 部 の 頭 蓋 骨 に 当 接 す る 部 位 に 押 し 当 て る 必 要 が あ る が 、 Ｎ Ａ
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Ｍ マ イ ク は 頭 蓋 骨 に 当 接 す る 部 位 に 限 定 さ れ ず 、 顔 、 首 、 胸 部 、 背 中 上 部 な ど に 接 触 さ せ
て 人 の 発 話 音 声 を 集 音 で き る た め 、 骨 伝 導 マ イ ク と 比 べ て 接 触 部 位 の 制 約 が 少 な い 。 し た
が っ て 、 車 両 運 転 者 の 音 声 操 作 に 用 い て も 、 運 転 者 を 拘 束 し て 運 転 操 作 に 影 響 を 与 え る こ
と が な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 特 許 請 求 の 範 囲 の 構 成 要 素 と 一 実 施 の 形 態 の 構 成 要 素 と の 対 応 関 係 は 次 の 通 り で あ る 。
す な わ ち 、 処 理 装 置 ５ が 雑 音 パ タ ー ン 判 別 手 段 お よ び 認 識 処 理 手 段 を 、 記 憶 装 置 ８ が 非 接
触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 音 響 モ デ ル 記 憶 手 段 を 、 記 憶 装 置 ９ が 接 触 型 マ イ ク ロ フ ォ ン 用 音 響
モ デ ル 記 憶 手 段 を 、 音 響 モ デ ル 学 習 用 記 憶 装 置 １ ２ が 雑 音 パ タ ー ン 記 憶 手 段 を そ れ ぞ れ 構
成 す る 。 な お 、 以 上 の 説 明 は あ く ま で 一 例 で あ り 、 発 明 を 解 釈 す る 際 、 上 記 の 実 施 の 形 態
の 記 載 事 項 と 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載 事 項 と の 対 応 関 係 に な ん ら 限 定 も 拘 束 も さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 述 し た 一 実 施 の 形 態 で は 、 車 両 の 状 態 や 走 行 環 境 を 検 出 し 、 予 め 設 定 し た 雑 音 パ タ ー
ン の 中 か ら 車 両 状 態 や 走 行 環 境 に 基 づ い て 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン を 判 別 す る 例 を 示 し た が 、
予 め 想 定 さ れ る 種 々 の 雑 音 パ タ ー ン を 収 録 し て 記 憶 し て お き 、 Ｐ Ｔ Ｔ ス イ ッ チ ３ の オ ン 直
後 に 非 接 触 型 マ イ ク １ で 集 音 し た 人 の 声 を 含 ま な い 音 、 す な わ ち 雑 音 パ タ ー ン を 記 憶 さ れ
て い る 雑 音 パ タ ー ン と 照 合 し て 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン を 判 別 す る よ う に し て も よ い 。 こ れ に
よ り 、 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン を 正 確 に 特 定 し て 現 在 の 雑 音 パ タ ー ン に 応 じ た 音 響 モ デ ル を 正
し く 選 択 す る こ と が で き 、 音 声 認 識 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 一 実 施 の 形 態 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 非 接 触 型 マ イ ク の 設 置 場 所 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 接 触 型 マ イ ク の 設 置 場 所 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 一 実 施 の 形 態 の 音 声 認 識 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 一 実 施 の 形 態 の 音 響 モ デ ル 学 習 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
１ 　 非 接 触 型 マ イ ク
２ 　 接 触 型 マ イ ク
３ 　 Ｐ Ｔ Ｔ ス イ ッ チ
４ 　 入 力 取 消 ス イ ッ チ
５ 　 車 速 セ ン サ ー
６ 　 ワ イ パ ー ス イ ッ チ
７ 　 フ ァ ン ス イ ッ チ
８ 　 非 接 触 型 マ イ ク 用 音 響 モ デ ル 記 憶 装 置
９ 　 接 触 型 マ イ ク 用 音 響 モ デ ル 記 憶 装 置 。
１ ０ 　 言 語 辞 書
１ １ 　 ス ピ ー カ ー
１ ２ 　 音 響 モ デ ル 学 習 用 記 憶 装 置
１ ５ 　 処 理 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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